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第 2 章では，半無限長の弾性棒-Maxwell 型粘弾性棒中を伝播する応力波の厳密解を求めている。
また，本問題に対し，波頭展開法を応用して求めた近似解および差分法による近似解と比較している。
第 3 章では，半無限長の弾性棒-Voigt 型粘弾性棒について解析し，棒中を伝播する応、力波の性状
を明らかにしている。

























(2) 衝撃荷重を与えて動的な材料特性値を求めるスプリット Hopkinson 棒試験法に対して，検討を
加えている。すなわち，弾性および粘弾性試料について応力波伝播の厳密解を求め，このような伝
播を考えない従来の材料特性値決定法との差異を挙げ，実験法に対して新しい指針を与えている。
(3) 棒に沿って断面積，密度， Young 率，粘性係数が不規則に変化する場合について，棒の縦振動
特性や縦衝撃に対する応答特性の変動を統計的に算定している。この結果は，上記問題に対して有
用であるのみならず，その解法は一般に，材料特性値が不規則に変動する場合の材料力学の問題に
対して有効な方法であると認められる。
以上のように，本論文は，構造材料に対する衝撃問題に関して，新しい解析法を提供するとともに，
設計上重要な種々の知見を得たもので，材料力学の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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